
    

 
 

令和５(2023)年度 助産師学科 一般入学試験問題から一部抜粋 

 

【母性看護学】  
 

                               

問  1966 年に厚生省（現厚生労働省）が公示した母子保健法の実施要領における母性保健の対象を、次の

中から１つ選びなさい。 

  

  Ａ 出生直後～老年期にある男女すべて 

 Ｂ 思春期～更年期にある女性    

 Ｃ 妊娠期～産褥期にある女性とその児  

 Ｄ 妊娠準備期～育児期にある家族 

                                            
                        
問  次の子宮の説明文の①～⑤に適切な語句を入れ、文章を完成させなさい。正しい漢字で明瞭に記載す

ること。  

 

子宮の長さは７～９㎝で、骨盤内で（ ① ）の後方、（ ② ）の前方に位置しており、前後にやや

扁平な西洋ナシのような形をしている。  

子宮は、上方の（ ③ ）と下方の（ ④ ）に分けられ、（ ③ ）の上端を（ ⑤ ）と呼ぶ。 
 
 

問  分娩における胎児の産道通過機序について第１回旋～第４回旋の説明文を、それぞれ１つずつア～エ

から選びなさい。  

 

  ア 小泉門は母体の側方から前方に向かって回旋する。矢状縫合は潤部では斜径に、骨盤底では縦径 

に一致する。 

  イ 児頭は屈位から伸展反屈する。前頭部が産道後壁を前進し後頭部に続く。 

  ウ 児の顔面は母体の側方に向かう。肩甲に対する児頭のねじれは回復し、肩甲は骨盤前後径に一致 

する。 

  エ 児頭の屈曲が強まり、オトガイが胸壁に近づき、小泉門が下降することにより小斜径が最大径に 

なる。 

 
          
問  次の文を読み、問いに答えなさい。 

 

(1)  39 週５日で出生した新生児。出生時体重 3,110ｇ。生後 12 時間。体温 37.2℃、心拍数 140 回/分、

呼吸数 64 回/分。呼吸はやや不規則、肺雑音なし。四肢に冷感軽度あり。チアノーゼなし。オムツに

はレンガ色の尿が少量排泄されている。 

児のアセスメントで最も注目すべき情報を、次の中から１つ選びなさい。 

 

１ 体温 

２ 呼吸数 



    

 
 

３ 呼吸の不規則性 

４ 四肢の冷感 

５ レンガ色の尿           
                       
(2)  (1) の新生児の日齢 3 日。児は自律授乳で母乳のみ哺乳している。体重 2,846ｇ。体温 37.１℃、

心拍数 148 回/分、呼吸数 42 回/分、経皮的黄疸計の値は 12mg/dL である。昨日の哺乳回数は 12

回、排尿は５回、排便は３回で移行便であった。 
児の観察結果で正常を逸脱している所見を、次の中からすべて選びなさい。 

 

１ 体重減少率     

２ 黄疸計の値               

３ 哺乳回数                

４ 排尿回数 

５ 便の性状                    


